
ワンウェルフェア大会・学会

人と環境・動物問題に関する連携の在り方を考える～ガイドラインを活かして～

立川市における連携の現状
～福祉部署から～

東京都立川市福祉保健部高齢福祉課
在宅支援係 石垣裕美（ねこ好き）



令和２年８月 立川市地域ケア推進会議にて
地域福祉コーディネーターより、問題提起～はじまり～

多頭飼育問題というよりは、飼い続けることの難しさが課題



立川市
環境下水道部環境対策課でも

介護支援専門員（ケアマネジャー）向けのちらしを作成し、啓発活動

東京都でも



高齢者への周知・啓発
動物飼育に関する行動様式の変容 の課題

介護保険は任せて！
ペットのことまではね…

行政と社協が何とか
してほしい

我が家の太郎くん
家族の一員なんだ！

万が一の時？
考えていないよ

ケアマネジャーや高齢者自身に、ペットに関する
備えについて、認識してもらう必要がありそう



そこで

ペットのエンディングノートを作ろう！
そして、配ろう、広めよう！

高齢者向け終活セミナーの際に、ペットのエン
ディングノートの案内をしたり、防災訓練で獣
医師会から配布してもらっています

特徴
①環境対策課、地域福
祉コーディネーターと協
働作成
②獣医師、ペットホテル
にも協力依頼



まとめ
地域力を活かして、「三方良し」を目指す

高齢者・家族
（飼い主さん）

地域住民
支援者

行政
（福祉部署
環境部署）

飼い主さんが責任を持つ
ペットの終活も忘れずに

地域住民のゆるやかな見守り
支援者の気配り、目配り
獣医、販売店との連携

地域包括ケアシステムの
深化・推進
動物愛護管理の適正化

ペットの課題を通じた、まちづくり
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